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図16．2　魚野川・清津川流域における積雪層構造・ラム硬度・雪温分布
Fig・16・2　Snow　cove工structure，tempe工atu工e　p正ofi1e　and　ram　h趾dness
　　　in　the　Uono　and　Kiyotsu　basins．
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図16．3　魚野川・清津川流域における積雪層構造・ラム硬度・雪温分布
Fig・16．3　Snow　cover　stmctuエe，tempemtu正e　profi1e　and　mm　haエdlless
　　in　the　Uono　and　Kiyotsu　basins。
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　湯沢町神立および三俣で内部凍結が起ったのは，直接のデータのほかに，この地域の気象
・降雪の連続性を考慮することによっても受け入れられよう．この意味で，雪温分布の形と
湿雪副層の存否から積雪の状態を次の3つに分類することができる．1）局部的0℃層が存
在する状態，2）局部的0℃層は存在しないが雪温にくびれのある不安定な状態，3）肉眼
で観測しうるような湿雪副層が形成されず通常の温度分布を示す状態の3つの状態である．
6．おわりに
　この報告では，内部凍結現象を単純化したモデルにもとづき，乾雪層の雪温の初期値や厚
さを与えたときの凍結深や昇温の時間変化の数値計算をおこなった．また，野外観測により
積雪の内部凍結の2つの形態が実際に存在することを確認し，観測値と前述の単純なモデル
による数値計算結果を比較し，両者がほぼ一致することを示した．さらに，移動観測により
湿雪層の形成と内部凍結の進行状態を示す雪温分布から積雪の状態を3つに分類した．
　内部凍結の数値計算モデルにおいては，実験値や観測値がなかったこともあって，かなり
大胆な仮定をしたところや限られた数値例しか計算できなかったところもある．例えば，乾
雪層内の密度変化や湿雪層内の凍結部分熱伝導の違いを考慮しなかったこと，湿雪副層の含
水率等の効果を検討できなかったことである．これらについては次の課題として熱収支，融
雪水の浸透や積雪の変態も含め総合的に検討する必要がある．
　内部凍結現象は，本文で述べたように，ある種の表層なだれや全層なだれの発生条件と密
接に関連している．なだれ予知手法の現在の主流は，積雪層の継続的観測が困難なことから，
気象要素となだれ発生データに基づく統計的な手法によっている．この報告で述べたような
表層なだれ発生の1つの必要条件である局部的0℃層の発生条件およびその凍結機構等がよ
り詳細に判明すれば，雪温の直接観測や，統計的手法による場合も気温・降水量のような気
象要素と関連させることによってなだれ予測の精度向上にも寄与できるであろう．この報告
では，このようななだれ予測のための応用を意識してまず内部凍結現象の基本的な性質を調
べた．
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